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1 拙稿 Iアンテベラム期ニューヨーク州における黒人選挙権一1821 年州憲法会議における選挙権改革の検討を中心に





















































第八章から第十章までは修正第 15 条成立以後から 1890 年までの共和党の黒人選挙権保護政策を検
言すした。
第八章「グラント政権期における市民の権利保護体制の構築 連邦執行法の検討を中心にして 」


















































































































































































ったことが、憲法修正第 15 条の成立過程を丹念に再検討した 7 章において明らかにされる。さらに
8 章では、本論文の慧眼ともいうべき視座から、修正 14 条、 15 条の執行規定である連邦執行法への
着目・分析、及びその制定過程でなされたステートアクション論争の分析からK.K.K.の暴力への連邦
介入の論理が明らかにされる。それを踏まえて、著者によって初めて連邦執行法の運用実態が解明さ
れ、南部諸州の不作為によるその法の無力さが実証される。そして、その由々しき事態への対抗策と
して提出された黒人選挙権保護策である 1890 年連邦選挙法案が、皮肉にも、連邦の介入により南部
民主党の一党支配が打破されるとの不安を抱かせ、あからさまな不正・暴力支配をいっそう激化させ、
共和党銀派も取り込み、廃案に追い込まれたことが解明される。次いで、それだけで飽きたらず民主
党一党支配をいっそう確固たるものにするために、南北戦争後付与された黒人選挙権を再び合法的に
剥奪し、同時に、まさにそのプロセスにおいて白人の貧困層の選挙権もまた剥奪された実態が、その
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典型ともいえるミシシッピ州を事例として轍密に分析される。
本論文は論理的思考が先だっ嫌いはないか、いっそうの実証を期待したい部分が若干散見される、
「見える白人性」と「見えない白人性」についての議論を今少し整理する必要がある、あるいは今後
の研究のなかで、結論の先に見える地平と 19 世紀以降のアメリカ史研究との関連づけを行ってほしい
ことなどの意見や要望が出されたが、いずれも本論文が提起したあらたな知見を損なうほどのもので
はないことはいうまでもない。
本論文は、黒人選挙権問題を軸に、南北戦争をはさんだ 19 世紀全体という長期間にわたる歴史を
統合的、かっ論理的に解明することにより、従来言われてきたところの、合衆国における選挙権の不
可逆的拡大というアメリカ民主主義評価の根幹に関わる議論に対して根本的反論を提示したこと、ま
た、一般的に州権論と連邦制として理解されてきた議論、及び従来の人種差別、黒人差別による選挙
権剥奪といういわば超歴史的な解釈に対して、白人選挙権の拡大と表裏一体であった黒人選挙権の拒
否・剥奪を実証したこと、さらに南北戦争後の黒人選挙権保護を意図した連邦執行法の無力さとそれを
克服せんとした連邦選挙法案という視座を対置し、南北戦争前のみならず戦後の南部全域における黒
人選挙権剥奪行為、南北戦争で解体されたかに見えた「選挙権のフェデラリズム」への固執とその破
壊的影響力、及び分断されたかに見えた二つの「白人性j のうち「見えない白人性j によって、下層
白人をも犠牲者として巻き込みつつ、再び黒人有権者を排除する方法が確立していった過程を実証的
に解明したことは、本論文があらたに切り開いた知見で、あり、歴史研究への貢献はきわめて大きいと
いえる。
以上、本論文は自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示している。
よって、本論文は、博士(国際文化)の学位論文として合格と認める。
-184-
